
可

大
和
国
斑
鳩
地
域
の
溜
池
を
め
ぐ
っ
て

1

1
古
代
か
ら
近
世
初
期
を
中
心
に
|
|

伊

藤

寿

和

は
じ
め
に

大和国斑鳩地域の溜池をめぐって

奈
良
盆
地
に
お
け
る
溜
池
の
成
立
時
期
に
関
す
る
研
究
は
、
こ
の
数
年
の
聞
に
長
足
の
進
歩
を
と
げ
た
と
云
っ
て
良
い
。

今
奈
良
一
盆
地
に
数
多
く
存
在
す
る
四
方
に
築
堤
し
た
皿
池
は
、
条
里
制
に
基
づ
く
肝
陪
地
割
に
規
制
さ
れ
て
正
方
形
も
し
く
は
矩
形
を
呈

す
る
故
に
、
肝
岡
地
割
の
施
行
と
同
時
に
古
代
に
お
い
て
築
造
さ
れ
た
と
、
か
つ
て
は
考
え
ら
れ
て
き
た
。

こ
れ
に
対
し
、

金
田
章
裕
ハ
1
)
は
史
料
お
よ
び
小
字
名
を
駆
使
し
て
、

奈
良
盆
地
で
広
く
見
う
け
ら
れ
る
皿
池
の
大
部
分
が
平
安
期
に

そ
の
築
造
が
鎌
倉
・
室
町
期
以
降
に
下
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
し
た
。

筆
者
(

2

)

は
金
田
論
文
な
ら
び
に
堀

は
未
だ
存
在
し
て
お
ら
ず
、

内
義
隆
ハ

sv
・
野
崎
清
孝
〈
4
U
な
ど
諸
先
学
に
多
く
を
学
び
つ
つ
、
前
稿
で
は
天
理
市
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
。

文
禄
検
地
帳
を
主
な
史

料
と

L
て
皿
池
の
成
立
時
期
の
検
討
を
試
み
、

そ
の
多
く
が
近
世
以
後
の
築
造
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
宮
本

誠
(
5
u
は、

盆

地
中
央
部
に
位
置
す
る
田
原
本
町
の
溜
池
関
連
史
料
の
調
査
を
お
こ
な
い
、
元
禄
期

1
享
保
期
と
明
治
期
の
そ
れ
ぞ
れ
約
四

0
年
間
と
云

29 

う
短
期
間
に
、
皿
池
の
大
半
が
集
中
し
て
築
造
さ
れ
た
こ
と
を
論
証
し
た
。
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筆
者
の
前
稿
な
ら
び
に
宮
本
論
文
に
お
い
て
は
、
奈
良
盆
地
に
数
多
く
存
在
す
る
皿
池
の
築
造
が
時
期
的
に
近
世
以
降
に
下
る
こ
と
を

示
す
に
と
ど
ま
り
、
そ
れ
以
前
に
お
い
て
も
数
多
く
存
在
し
た
は
ず
の
「
古
代
の
溜
池
」
や
「
中
世
の
溜
池
」
に
関
し
て
、
具
体
的
な
実

像
を
何
ら
呈
示
し
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
奈
良
盆
地
に
お
け
る
溜
池
研
究
を
中
座
し
て
い
た
筆
者
自
身
の
自
省
を
こ
め
、
奈
良
盆
地
西

部
に
位
置
す
る
斑
鳩
地
域
を
事
例
と
し
て
、
古
代
・
中
世
の
溜
池
の
実
像
に
近
づ
く
べ
く
、
古
代
か
ら
近
世
初
期
に
至
る
タ
イ
ム
ス
ケ
l

ル
の
中
で
、
溜
池
を
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
た
歴
史
地
理
学
的
モ
ノ
グ
ラ
フ
を
描
き
た
い
と
思
う
。

斑
鳩
地
域
を
事
例
と
し
た
の
は
、
以
下
の
二
点
に
よ
る
。
第
一
に
、
調
査
地
域
の
中
央
北
部
に
中
世
的
庄
園
領
主
と
し
て
の
法
隆
寺
が

存
在
し
、
東
は
富
雄
川
、
南
は
大
和
川
、
西
は
竜
田
川
で
そ
れ
ぞ
れ
画
さ
れ
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
地
域
に
お
い
て
、
古
代
よ
り
大
き
な
影
響

力
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
。
さ
ら
に
、
こ
の
地
域
は
富
雄
川
以
東
の
地
域
に
比
し
て
、

い
わ
ゆ
る
皿
池
が
極
め
て
少
な
く
、
奈
良
盆
地
に

お
い
て
は
む
し
ろ
特
異
な
地
域
で
あ
る
こ
と
。
第
二
に
、
東
大
寺
・
興
福
寺
に
比
べ
れ
ば
多
く
は
な
い
が
、
こ
の
地
域
を
研
究
す
る
に
た

る
史
料
が
多
少
な
り
と
も
法
隆
寺
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
に
よ
る
。

斑
鳩
地
域
の
溜
池

付

古
代
の
溜
池

古
代
斑
鳩
地
域
に
お
け
る
溜
池
史
料
の
初
見
は
、

天
平
十
九
年
(
七
四
七
〉
の
『
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
』
(

6

)

(

以
下
、

『
資
財
帳
』
と
略
記
す
る
)
に
載
せ
る
法
隆
寺
の
寺
辺
に
所
在
し
た
池
三
塘
で
あ
ろ
う
。
『
資
財
帳
』
に
は
、
こ
の
他
に
平
群
郡
の
項
目
と

し
て
、
水
田
四
六
町
九
反
二

O
一
歩
三
尺
六
寸
・
薗
地
十
五
町
・
屋
部
郷
の
山
林
一
地
・
坂
戸
郷
の
岳
一
地
・
庄
一
処
を
記
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
は
、
条
旦
制
に
先
行
す
る
代
制
地
割
と
の
関
連
か
ら
、
水
田
の
項
目
の
み
が
特
に
注
目
さ
れ
て
き
た
。
岩



本
次
郎
ハ
7
〉
ら
の
研
究
に
よ
れ
ば
、

法
隆
寺
の
周
辺
に
現
存
す
る

N
二
O
。
W
の
地
割
は
、

ノ、

世

一
町
一

O
六
m
の
代
制
地
割
と
し
て
、

紀
末
か
ら
七
世
紀
初
頭
に
か
け
て
施
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
云
う
。
む
ろ
ん
、
こ
の
代
制
地
割
お
よ
び
後
の
条
里
制
に
基
づ
く
肝
陪
地

割
と
も
に
、
引
水
す
べ
き
河
川
が
存
在
し
な
い
以
上
、
濯
甑
用
溜
池
の
築
造
を
伴
っ
て
い
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
『
資
財
帳
』
に
は

池
名
を
記
す
こ
と
な
く
、
単
に
寺
辺
三
塘
と
載
せ
る
の
み
で
あ
り
、
残
念
な
が
ら
詳
細
な
検
討
を
お
ζ

な
い
え
な
い
。

次
い
で
、

鎌
倉
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
聖
徳
太
子
伝
私
記
』
ハ
8
〉
(
以
下
、
『
太
子
伝
私
記
』
と
略
記
す
る
)
に
載
せ
る
延
長
六
年
(
九
二

八
)
の
「
御
井
寺
又
云
三
井
云
ミ
勘
録
寺
家
資
財
雑
物
等
事
」
に
、

南
限
鹿
田
池
堤

西
限
板
垣
峯

在
平
群
郡
府
和
郷

法
名
法
琳
寺

東
限
法
起
寺
堺

北
限
氷
室
池
堤

と
記
す
。
南
限
の
鹿
田
池
は
、
法
隆
寺
の
北
東
に
片
野
池
と
し
て
現
存
す
る
。
谷
池
を
築
く
べ
き
小
支
谷
で
も
な
く
、
東
か
ら
西
へ
と
南

大和国斑鳩地域の溜池をめぐ、って

岸
を
ゆ
る
や
か
な
曲
線
で
築
堤
し
た
、
斑
鳩
地
域
に
お
い
て
古
代
ま
で
遡
り
う
る
重
要
な
溜
池
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
北
限
の
氷
室
池
は
、

か
つ
て
の
三
井
池
で
あ
る
が
、
今
日
で
は
昭
和
二
二
年
に
斑
鳩
溜
池
と
し
て
拡
大
再
築
さ
れ
て
い
る
。

史
料
の
上
で
は
鎌
倉
期
の
嘉
禎
二
年
(
一
二
三
六
〉
を
初
見
守
〉
と
な
す
が
、

法
隆
寺
の
西
に
所
在
す
る
桜
池
は
、

ほ
ぽ
同
じ
位
置

す
で
に
平
安
中
期
に
は
基
田
中
池
ハ
恐
が
存
在
し
て
い
た
。
他
に
も
、

基
田
池
坤
(
U
〉
・
池
尻
堤
前
ハ
ロ
〉
・
池
尻
垣
内
ハ

5
・
開
補
池

尻

avな
ど
の
地
名
を
史
料
で
確
認
し
う
る
。
古
代
に
築
造
さ
れ
た
溜
池
が
池
名
を
変
え
つ
つ
も
今
日
ま
で
存
続
し
た
事
例
と
考
え
ね
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
現
存
の
桜
池
は
古
代
に
築
造
さ
れ
た
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、
中
世
末
に
一
度
荒
廃
し
て
太
閤
検
地
を
受
け
た
後
、

片
桐
氏
に
よ
っ
て
旧
池
床
の
数
十

m
北
西
域
に
再
築
さ
れ
た
、
寛
永
四
年
(
一
六
二
七
)
完
成
の
近
世
の
桜
池
で
あ
る
。
旧
池
床
は
、
近

世
初
期
の
絵
図
な
ら
び
に
現
存
の
地
割
か
ら
確
定
し
う
る
。

31 

以
上
の
如
く
、
史
料
か
ら
導
き
え
た
古
代
に
ま
で
遡
り
う
る
三
つ
の
溜
池
ハ
思
で
は
あ
る
が
、
『
資
財
帳
』

に
記
さ
れ
た
寺
辺
三
塘
に
相
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当
す
る
と
考
え
る
の
は
速
断
に
す
ぎ

ょ
う
。
寺
辺
三
塘
は
、
あ
く
ま
で
法

ム
糊
に
詳
述
す
る
他
の
溜
池
の
築
造
年

批
代
、
そ
し
て
、
桜
池
・
片
野
池
・
三

棚
井
池
が
先
述
し
た
代
制
地
割
・
肝
陪

斑
地
割
の
水
団
地
域
を
濯
概
し
て
き
た

図
と
云
う
歴
史
的
事
実
を
加
案
す
れ

隆
寺
が
当
時
領
有
し
て
い
た
溜
池
の

数
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
以
外
に
も
溜

池
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
も
否
定

で
き
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
合
後

ば
、
無
下
に
捨
て
さ
せ
る
こ
と
も
で

き
ま
い
。

水
田
だ
け
で
な
く
、
『
資
財
帳
』

に
記
さ
れ
た
薗
地
・
山
林
・
岳
・
庄

に
つ
い
て
も
、
池
塘
と
同
じ
く
、
法

隆
寺
の
ま
さ
に
寺
辺
に
形
成
さ
れ
た



一
つ
の
庄
園
と
し
て
詳
細
な
検
討
を
加
え
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
目
下
の
行
論
で
は
そ
れ
を
お
こ
な
う
紙
幅
を
も
た
な
い
。

tコ
中
世
の
溜
池

『
法
隆
寺
別
当
次
第
摂
理
〈
以
下
、
『
別
当
次
第
』
と
略
記
す
る
〉
・
F

『
嘉
元
記
』

(gを
は
じ
め
と
し
て
、

寺
僧
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
多

く
の
評
定
引
付
な
ど
に
よ
り
作
成
し
た
も
の
が
表
ー
で
あ
る
。
未
完
で
あ
り
、

さ
ら
に
史
料
精
査
の
必
要
を
感
じ
る
が
、
中
世
斑
鳩
地
域

の
溜
池
を
取
り
上
げ
た
研
究
は
戦
前
の
中
村
吉
治
ハ
思
・
宝
月
圭
吾
宙
)
の
み
で
あ
り
、

両
者
と
も
に
数
頁
の
概
説
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
点

か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
略
年
表
も
多
少
の
意
義
を
有
し
え
よ
う
。

以
下
に
お
い
て
は
、
略
年
表
に
そ
っ
て
、
各
溜
池
の
概
略
を
述
べ
て
ゆ
き
た
い
。

① 

『
別
当
次
第
』
で
は
、
定
真
大
僧
都
の
別
当
任
中
に
築
造
し
た
こ
と
の
み
載
せ
る
が
、
『
太
子
伝
私
記
』
に
は

猪
那
部
池

「
此
自

大和国斑鳩地域の溜池をめぐって

金
光
院
之
北
一
町
ヲ
去
テ
有
猪
那
部
池

康
和
年
中
定
真
大
僧
都
別
当
之
時
也
」
と
、
具
体
的
な
位
置
も
記
さ
れ
て
い
る
。
猪
那
部
池
が

築
造
さ
れ
た
康
和
年
中
(
一

O
九
九

t
一一

O
四
〉
よ
り
一
五

O
年
ほ
ど
を
経
た
時
期
の
記
述
で
あ
り
、
鎌
倉
期
に
編
ま
れ
た
こ
の
書
の

内
容
は
信
ず
る
に
た
ろ
う
。

金
光
院
は
、
東
大
門
の
北
東
に
か
つ
て
存
在
し
て
い
た
法
隆
寺
の
塔
頭
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
よ
り
北
一
町
を
去
る
位
置
に
所

在
す
る
溜
池
は
、
現
在
の
天
満
池
に
当
る
と
考
え
て
大
過
な
い
。
た
だ
し
、
現
存
の
天
満
池
も
中
世
の
猪
那
部
池
そ
の
も
の
で
は
な
く
、

片
桐
氏
に
よ
っ
て
拡
大
修
造
さ
れ
た
近
世
の
天
満
池
で
あ
る
。

今
日
で
は
、
法
隆
寺
東
院
の
北
に
接
す
る
位
置
に
、
天
満
池
・
天
満
上
池
・
天
満
新
池
・
感
そ
池
が
ま
と
ま
っ
て
存
在
す
る
。
中
央
の

堤
を
へ
だ
て
て
連
続
す
る
天
満
池
と
天
満
上
池
は
、
近
世
初
期
の
絵
図
で
は
一
括
し
て
天
満
池
と
記
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
感
そ
池
が
天

33 

満
上
池
と
記
さ
れ
て
お
り
、
注
意
を
要
す
る
。
南
北
朝
期
に
編
ま
れ
た
『
寺
一
安
日
記
』
(
智
正
月
六
日
の
条
に
も
、

天
満
池
・
上
ノ
池
と
併
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表 1 中世斑鳩地域の溜池関連年表(未完)

康和3-6年 1101 猪那部池を築造-1104 1 

大治天5年承 1130 
猪那部池の樋を作替-'Xj!(1年 -1131 

文永10年 1273 二月より大谷池を築造(龍池の河上を築箆て池となす)
“ 。

弘安3年 1280 大谷池の堤，切流る

延慶3年 1310 蓮城院への強盗の件につき，近郷の大勢の人々口池の
辺に相待つ

元応2年 1320 龍回参りの閑道を，桜池の堤より国符後の広田殿東ま
3 

で築く

" /1 l悔過谷池を築造
4 

元亨2年 1322 天満池の東北端の堤切れ，築く

暦応5年 1342 桜池の上の山において，盗人2人の頚を切る

貞和2年 1346 悔過谷の樋を作替

グ 6年 1350 悔過谷大池の浦に，小池を築造
5 

文和3年 1354 大水により，悔過谷池の浦の小池の堤，切失う

グ 5年 1356 堕並の上樋が破損，取替
6 

延文3年 1358 桜池の上の東の原において，荒神供を行う

貞治3年 1364 泉観坊，悔過谷池へ落入，死去

応安 1年 1368 長福寺領への寺池用水の分水につき評定，不許可

グ /1 
{悔過谷池の池水を禅円坊の新田へ分水につき評定，不
許可

" グ |天満神楽田への池水の分水内評定許可

グ 4年 1371 琵琶田に新池の築造を決定
7 

文明 2年 1470 I天満池の堤，洪水により切流る，大雨の際の処置につ
き評定

/1 9年 1477 ||1 教金・西観光谷南院下池院の堤亡切る， 大水寺中に入る， 地蔵院・西薗院

天文11年 1542 部損の子，琵琶谷へ連れて行かれ，入水させら
る

グ 14年
I!琵田池の丑寅の角を，三井衛門が切り入る，もとの如

1545 I 8 

グ 18年 1549 I大:く意雨に築対に立際くして，天満池の堤切について，堂衆k衆分の

天正2年 1574 用見水の違乱につき，池守良賢坊の住する東蔵院検断さ
る



記
さ
れ
て
お
り
、
共
に
中
世
に
築
造
さ
れ
た
溜
池
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

こ
れ
ら
の
、
極
池
が
存
在
す
る
法
隆
寺
の
北
東
域
は
、
極
め
て
特
異
な
「
場
」
で
あ
る
と
云
っ
て
良
い
。
ま
ず
、
天
満
池
に
東
接
し
た
小

丘
陵
(
高
岳
)
の
上
に
、

か
つ
て
は
法
隆
寺
の
鬼
門
総
鎮
守
と
考
え
ら
れ
て
き
た
天
満
社
(
現
在
は
斑
鳩
神
社
と
改
称
〉
が
存
在
す
る
。

元
亨
四
年
〈
一
三
二
四
)
ま
で
は
現
社
地
北
西
の
池
畔
に
鎮
座
し
た

(80
池
の
名
も
、

も
と
よ
り
こ
の
社
名
に
因
ん
で
、

猪
那
部
池
か

ら
天
満
池
へ
と
改
称
さ
れ
た
と
考
え
て
良
い
。

さ
ら
に
、
同
じ
く
天
満
社
に
北
接
し
た
小
丘
陵
(
墓
山
)
に
は
、
行
基
伝
承
を
有
す
る
法
隆
寺
郷
の
郷
墓
(
惣
墓
)
な
ら
び
に
寺
僧
の

墓
が
形
成
さ
れ
て
い
る

av
近
世
ま
で
は
北
室
院
の
支
配
す
る
極
楽
(
律
)
寺
が
存
在
し
、

文
禄
年
閉
ま
で
は
斑
鳩
地
域
一
八
郷
の
、

そ
れ
以
後
は
法
隆
寺
・
奥
富
・
五
百
井
・
服
部
・
西
安
培
・
東
安
堵
の
郷
墓
で
あ
っ
た
と
伝
え
る
〈
君
。

大和国斑鳩地域の溜池をめぐ、って

『
寺
要
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
南
北
朝
期
の
極
楽
寺
に
は
「
悲
田
屋
」
と
呼
ば
れ
る
建
物
が
付
属
し
て
い
た
。
極
楽
寺
境
内
の
建
物
配
置

は
寛
政
九
年
(
一
七
九
七
〉
の
古
図

a〉
に
詳
し
い
が
、

悲
田
屋
は
す
で
に
捕
か
れ
て
い
な
い
。

そ
の
名
称
お
よ
び
極
楽
寺
が
法
隆
寺
郷

念
仏
系
の
無
常
堂
や
禅
宗
の
延
寿
堂
な
ど
と
同
じ
く

av

の
墓
寺
と
し
て
機
能
し
て
い
た
事
実
か
ら
推
せ
ば
、

死
械
を
避
け
る
た
め
に

家
よ
り
出
さ
れ
た
死
期
間
近
い
人
々
を
受
け
入
れ
、

さ
ら
に
は
、
治
療
を
ほ
ど
こ
す
の
で
は
な
く
、
中
世
の
仏
教
的
価
値
観
に
基
づ
い
て

こ
の
世
へ
の
執
着
を
断
ち
切
り
、

た
だ
ひ
た
す
ら
仏
に
す
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
極
楽
浄
土
へ
と
往
生
さ
せ
る
機
能
を
も
果
し
て
い
た

av

と
考
え
る
の
は
穿
ち
す
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。
も
と
よ
り
、
そ
れ
が
法
隆
寺
の
寺
僧
の
み
で
あ
っ
た
の
か
、
東
西
両
郷
さ
ら
に
は
法
隆
寺
郷
の

人
々
ま
で
を
も
収
容
し
う
る
施
設
で
あ
っ
た
の
か
は
詳
ら
か
に
し
え
な
い
が
。

こ
の
地
域
は
、
中
世
に
お
い
て
、
科
人
を
処
刑
す
る
場
で
あ
り
、
そ
の
首
を
さ
ら
す
場
で
あ
り
、
修
験
道
で
古
来
有
名
な
補
陀
落
山
松
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尾
寺
へ
の
南
の
登
山
口
で
も
あ
っ
た
。
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以
上
の
如
く
、
法
隆
寺
東
院
に
北
接
す
る
こ
の
地
域
は
、
聖
と
積
と
を
具
有
す
る
両
義
的
な
特
異
な
場
、
す
な
わ
ち
、
法
隆
寺
の
「
奥
」

で
あ
っ
た
と
云
え
ょ
う
か
。

上
述
の
如
き
場
に
お
い
て
、
天
満
池
・
上
ノ
池
と
と
も
に
、
同
じ
く
中
世
に
築
造
さ
れ
た
極
楽
寺
池
(
現
在
の
堂
の
池
)
の
池
水
が
汲

ま
れ
、
「
清
め
」
の
役
割
を
果
し
て
い
た
こ
と
も
考
え
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

② 

大
谷
池

『
別
当
次
第
』
で
は
、

「
文
永
十
年
笑
酉
二
月
ヨ
リ
大
谷
池
始
築
」
と
短
く
記
す
の
み
で
あ
る
。
『
嘉
元
記
』
に
は
、
「
文
永

十
年
突
酋
自
二
月
始
龍
池
河
上
ヲ
築
寵
テ
池
ト
エ
」
と
記
す
。
現
在
、
同
名
の
溜
池
は
残
っ
て
い
な
い
。

両
史
料
と
も
に
、
文
永
十
年
(
一
二
七
二
己
二
月
よ
り
築
造
を
始
め
た
点
で
一
致
す
る
。
『
嘉
元
記
』
に
云
う
龍
池
の
河
上
に
築
造
さ

れ
た
溜
池
が
、
『
別
当
次
第
』
に
云
う
大
谷
池
に
当
る
と
考
え
て
大
過
な
い
。
で
は
、
龍
池
は
ど
こ
に
存
在
し
た
の
か
。

法
隆
寺
に
は
、
数
点
の
絵
図
が
伝
来
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
、

代
表
的
な
最
古
の
絵
図
自
〉
(
元
和
頃
の
も
の
と
想
定
さ
れ
て
い
る
〉

と
寛
政
九
年
の
絵
図
と
を
検
討
し
た
。
両
絵
図
の
左
上
の
角
、
す
な
わ
ち
、
薬
師
信
仰
で
有
名
な
西
円
堂
の
北
西
に
、
「
龍
池
(
社
)
」
の

文
字
と
小
杷
の
ラ
ン
ド
マ

I
グ
が
、
確
か
に
読
み
取
れ
る
。
鎌
倉
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
、
「
於
龍
池
、

山
寵
衆
最
勝
ト
師
、
同
講

間
十
座
、
当
行
衆
山
へ
入
テ
学
衆
ヲ
ケ
タ
ミ
、
、
給
茶
酒
等
云
ミ
」
(
m
u
と
、
竜
田
社
・
上
宮
王
院
・
講
堂
・
上
堂
な
ど
と
と
も
に
、
法
隆
寺
に
お
け

る
雨
乞
い
の
重
要
な
場
と
し
て
度
々
登
場
し
、
建
久
の
頃
に
善
達
龍
王
を
勧
請
し
た
と
伝
え
る
龍
池
が
、
絵
図
に
載
せ
る
龍
池
(
社
)
で

あ
る
な
ら
ば
、
大
谷
池
は
こ
の
上
流
と
云
う
こ
と
に
な
る
。

法
隆
寺
の
北
西
に
所
在
す
る
慶
花
池
の
西
の
山
麓
に
わ
ず
か
な
平
坦
地
が
あ
り
、
地
元
で
は
こ
の
地
に
龍
池
が
存
在
し
た
と
の
口
承
を

伝
え
る
(
号
。

延
宝
七
年
(
一
六
七
九
〉
の
検
地
帳
付
図
で
は
、

け
い
く
わ
池
の
北
西
端
に
接
し
て
小
さ
な
青
い
四
角
形
の
ラ
ン
ド
マ

l

ク
を
描
き
、
谷
川
よ
り
引
水
し
て
い
た
状
況
も
読
み
取
れ
る
。
文
字
の
記
載
は
一
切
存
在
し
な
い
が
、
こ
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
が
龍
池
を
表



わ
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
大
き
い
。
さ
ら
に
、
慶
花
池
に
北
西
よ
り
流
れ
こ
む
川
を
地
元
で
は
「
大
谷
の
川
」
と
呼
ん
で
い
る
。
大

谷
は
、
『
資
財
帳
』
に
載
せ
る
法
隆
寺
領
屋
部
郷
の
山
林
の
西
限
と
し
て
す
で
に
見
え
て
お
り
、

そ
の
位
置
関
係
か
ら
し
て
も
、

慶
花
池

の
北
西
上
流
が
大
谷
で
あ
る
と
考
え
て
良
い
。

築
造
の
後
、
わ
ず
か
七
年
に
し
て
大
谷
池
の
堤
は
切
れ
、
再
築
の
史
料
も
無
い
。
あ
る
い
は
、
早
く
に
荒
廃
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

@ 

古
代
の
溜
池
で
述
べ
た
如
く
で
あ
る
。
池
の
西
南
池
畔
に
は
、
池
水
を
鎮
め
配
る
か
の
よ
う
に
小
守
社
が
鎮
座
す
る
。

悔け桜
過か池
谷E
池

『
別
当
次
第
』
に
は
、
「
悔
過
谷
池
始
築
」
と
元
応
二
年
(
一
三
二

O
)
の
条
に
短
く
記
す
の
み
で
あ
る
。
慶
花
池
と

④ 

大和国斑鳩地域の溜池をめぐって

し
て
、
法
隆
寺
の
北
西
に
現
存
す
る
。
悔
過
谷
池
と
云
う
池
名
は
、
単
な
る
地
名
で
は
な
い
。
弘
長
元
年
(
一
二
六
一
)
か
ら
始
め
ら
れ

西
円
堂
の
本
尊
薬
師
如
来
の
御
宝
前
に
お
い
て
、
毎
年
二
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
お
こ
な
わ
れ
る
薬
師
悔
過
の
行
法
と

た
と
云
う

ay

深
い
関
わ
り
を
有
す
る
。
宗
教
的
地
名
と
で
も
云
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
九
年
(
一
四
七
七
)
五
月
一
八
日
の
条
に
、
尋
尊
は
伝
聞
の
こ
と
と
し
て
、
法
隆
寺
の
教
観
谷
池
の
堤

が
切
れ
、
寺
中
に
大
水
が
入
っ
た
と
記
す
。
こ
の
た
め
、
地
蔵
院
・
西
薗
院
・
西
南
院
を
損
じ
た
と
も
記
す
。
こ
れ
ら
の
諸
院
は
、
現
存

の
南
大
門
の
す
ぐ
北
西
に
、
大
湯
屋
と
と
も
に
か
つ
て
存
在
し
て
い
た
塔
頭
で
あ
る
(
む
。

法
隆
寺
西
域
を
流
れ
下
り
、

こ
れ
ら
の
塔
頭

に
損
亡
を
与
え
る
べ
き
溜
池
は
、
悔
過
谷
池
以
外
に
は
あ
り
え
な
い
。
尋
尊
が
法
隆
寺
寺
辺
の
こ
と
と
し
て
伝
え
聞
い
た
教
観
谷
池
は
、

悔
過
谷
池
の
音
を
写
し
た
も
の
と
考
え
て
良
い
。

37 

『
別
当
次
第
』
貞
和
六
年
(
一
三
五

O
〉
の
条
に
、
「
悔
過
谷
大
池
浦
之
小
池
始
築
之
」
と
載
せ
る
。

は
さ
ん
で
慶
花
池
の
西
方
に
存
在
す
る
「
か
ん
さ
池
」
と
称
す
る
小
さ
な
溜
池
は
、
明
治
以
後
の
築
造
で
あ
る
。

尾
根
筋
を

悔
過
谷
の
小
池

⑤ 
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延
宝
七
年
の
検
地
帳
付
図
に
は
、
悔
過
谷
池
の
池
中
の
北
西
に
、
確
か
に
小
さ
な
堤
防
を
描
き
、
「
上
池
」
と
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

悔
過
谷
池
の
用
水
取
り
入
れ
口
と
は
別
に
、

よ
り
上
流
か
ら
細
い
取
り
入
れ
口
に
よ
っ
て
引
水
し
て
い
た
状
況
を
も
描
き
こ
ん
で
お
り
、

池
中
の
小
さ
な
堤
の
中
央
に
は
木
樋
も
見
え
る
。
速
断
は
控
え
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
有
力
な
比
定
地
と
な
し
え
よ
う
。

@ 

西
池

今
日
で
は
、
同
名
の
溜
池
は
存
在
し
て
い
な
い
。
西
池
と
云
う
名
称
か
ら
は
、
中
門
前
の
す
ぐ
西
に
位
置
す
る
弁
天
池
、

も
し
く
は
寺
の
西
方
に
位
置
す
る
桜
池
を
想
起
す
る
。
『
寺
要
日
記
』
正
月
一
日
の
条
に
よ
れ
ば
、
同
日
の
タ
に
寺
僧
が
東
西
に
分
か
れ
、

「
中
門
玉
ヲ
リ
」
と
称
し
て
、
柿
木
で
作
り
大
花
寵
に
入
れ
た
玉
を
、
東
西
の
池
へ
打
ち
入
れ
た
る
を
勝
ち
と
し
て
、
二
・
三
日
に
及
ん

だ
と
云
う
。
こ
の
史
料
よ
り
ず
れ
ば
、
東
池
は
聖
霊
院
前
の
鏡
池
で
あ
り
、
西
池
は
三
経
院
前
の
弁
天
池
と
云
う
こ
と
に
な
る
。
本
稿
の

濯
概
用
溜
池
か
ら
は
除
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

① 

新
池

『
斑
鳩
旧
記
類
集
』
応
安
四
年
(
一
三
七
一
)
十
月
二
五
日
の
条
に
は
、
「
為
寺
領
用
水
、
以
琵
琶
田
被
定
新
池
之
在
所
畢
、

(
下
略
〉
」
と
寺
僧
に
よ
る
か
な
り
詳
細
な
衆
議
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
築
造
の
過
程
は
後
述
す
る
。

築
造
の
後
は
、
何
ら
か
の
固
有
名
調
を
も
っ
て
呼
ば
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
明
ら
か
で
な
い
。
あ
る
い
は
新
池
が
築
造

さ
れ
た
谷
の
地
名
に
よ
り
、
琵
琶
谷
池
と
称
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

延
宝
検
地
帳
付
図
に
は
、
悔
過
谷
池
の
北
に
位
置
す
る
三
つ
の
小
支
谷
に
、
北
か
ら
順
に
「
ビ
ハ
谷
」
・
ミ
カ
ン
上
」
・
「
ビ
ハ
谷
」
の

地
名
を
記
し
て
い
る
。
ピ
ハ
谷
は
む
ろ
ん
琵
琶
谷
の
こ
と
で
あ
り
、

ヘ
カ
ン
上
の
谷
を
は
さ
ん
だ
南
北
二
つ
の
小
支
谷
の
一
方
に
新
池
が

築
造
さ
れ
た
と
見
て
良
い
。
後
に
詳
述
す
る
寛
、
氷
一
二
年
三
六
四
四
)
の
絵
図
に
は
、
悔
過
谷
の
北
東
に
「
び
わ
谷
ノ
池
」
を
確
か
に

描
い
て
い
る
。
近
世
初
期
ま
で
は
存
続
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
東
と
西
に
「
山
」
の
文
字
を
記
す
そ
の
位
置
関
係
よ
り
す
れ
ば
、
最
も
北

の
小
支
谷
が
有
力
と
云
え
よ
う
。
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残
る
三
つ
も
か
な
り
の
精
度
で
推
定
し
う
る
。

日
開

近
世
の
溜
池

近
世
初
期
斑
鳩
地
域
に
お
け
る
溜
池
研
究
の
史
料
と
し
て
、
定
点
と
な
す
べ
き
は
次
の
二
図
で
あ
ろ
う
。
第
一
は
、
寛
永
四
年
(
一
六

二
七
〉
に
再
築
さ
れ
た
法
隆
寺
村
の
桜
池
の
池
水
配
分
を
め
ぐ
っ
て
の
水
論
に
際
し
て
、
寛
永
一
二
年
(
一
六
四
四
)
に
作
成
さ
れ
た
水

論
治
定
絵
図
で
あ
る
。
図
2
で
示
し
た
如
く
、
桜
池
を
北
西
に
描
く
他
に
、
法
隆
寺
村
と
三
井
村
の
溜
池
を
詳
細
に
、
さ
ら
に
は
水
路
や

村
々
な
ど
、
近
世
初
期
の
状
況
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
描
き
き
っ
て
い
る
。

絵
図
の
裏
に
は
、
奈
良
代
官
中
坊
長
兵
衛
と
片
桐
半
之
丞
家
来
ら
立
合
相
談
の
上
で
、
桜
池
の
池
水
配
分
・
池
床
年
貢
な
ど
の
評
定
を

書
き
と
ど
め
て
い
る
。
十
分
の
七
時
を
法
隆
寺
村
に
、
残
り
三
時
を
立
田
領
四
カ
村
に
分
水
す
る
よ
う
定
め
て
い
る
〈
号
。

こ
の
絵
図
は
、
評
定
の
正
式
絵
図
ハ
文
書
)
と
し
て
複
数
作
成
さ
れ
て
関
係
の
村
々
に
保
管
さ
れ
た
も
の
と
み
え
、
筆
者
の
管
見
の
範

固
で
も
、
写
し
を
含
め
て
三
枚
を
確
認
し
う
る

(80

北
を
天
と
し
て
描
く
こ
の
絵
図
で
は
、
法
隆
寺
村
と
三
井
村
に
当
時
存
在
し
た
数
多
く
の
溜
池
に
、
用
水
路
・
富
川
と
と
も
に
色
鮮
や

か
な
水
色
の
彩
色
を
ほ
ど
こ
し
て
い
る
。
近
世
初
期
の
斑
鳩
地
域
を
復
原
す
る
史
料
と
し
て
、
内
容
の
確
実
な
こ
と
は
多
言
を
要
さ
な

ぃ
。
絵
図
作
成
の
主
題
で
あ
る
溜
池
に
限
っ
て
も
、
先
述
し
た
古
代
中
世
の
溜
池
と
現
在
の
溜
池
と
の
中
間
項
と
し
て
、
史
料
価
値
は
極

め
て
主
同
い
。

こ
の
絵
図
に
よ
っ
て
、
幾
つ
か
の
中
世
の
溜
池
の
現
地
比
定
も
確
定
し
え
た
。
そ
の
他
に
、
池
名
の
右
上
に
特
に
「
昔
よ
り
」
の
文
字

を
記
し
て
お
り
、
中
世
以
来
の
溜
池
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
し
た
も
の
と
考
え
て
良
い
。

こ
れ
も
同
じ
く
上
述
し
た
桜
池
の
古
池
跡
、

さ
ら
に
は
、
こ
の
絵
図
以
外
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
「
び
わ
谷
ノ
池
」
も
確
か
に
描
き
こ
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1反以上の地積を有する溜池)

ト
池古来よりの 天満上池りいくわ池 濁池片岸池

くわんす池天満下池

上池片之池堂之池

岡本下池毛っか池

惣明池

慶長8年 1603 1603 東田池明見池

グ 10年 1605 1605 道上明見池明見池

グ 11年 1906 1606 っち谷池平野池足谷池

グ 15年 1610 1610 くるす池三本松池

寛永1年 1624 1624 新坊池山田池

グ 4年 1627 新池桜池耳塚池 1627 

グ 7年 1630 多辺池 1630 はこのめ池

グ 13年 1636 1636 五ケ村池

慶安3年 1650 毛無下池 1650 

村井

表 2延宝検地帳にみる溜池の築造年代(太字は，

村寺騒法

ま
れ
て
い
る
。
次
に
述
べ
る
延
宝
検
地
帳
の
付
図
と
と
も
に
、
第
一
級
の

史
料
と
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
二
は
、
延
宝
七
年
(
一
六
七
九
)
の
検
地
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
、

こ
れ
ま
た
色
鮮
や
か
な
絵
図
で
あ
る

ay
水
論
治
定
絵
図
と
同
じ
く
北

を
天
と
し
、
法
隆
寺
村
の
山
林
・
田
畑
・
屋
敷
・
法
隆
寺
伽
藍
・
道
そ
し

て
池
川
を
、
小
字
名
を
も
す
べ
て
記
し
た
上
で
、

み
ご
と
に
描
い
て
い

る

写
し
で
は
あ
る
が
、
『
法
隆
寺
村
延
宝
検
地
帳
』
ハ
哲
も
上
・
下
二
冊
が

完
存
し
て
い
る
。
『
検
地
帳
』
の
末
尾
に
は
、
こ
の
時
点
で
存
在
し
た
す

べ
て
の
溜
池
を
載
せ
、
各
々
に
つ
い
て
池
名
・
地
床
・
面
積
・
築
造
年
代

な
ど
を
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
近
世
以
後
築
造
の
溜
池
に
つ
い
て
は
、
「
是

者
五
拾
三
年
以
前
寛
永
四
年
片
桐
出
雲
守
領
知
之
時
池
成
」
の
如
く
そ
の

築
造
年
代
を
記
し
、
文
禄
四
年
の
古
検
以
前
築
造
の
溜
池
に
つ
い
て
は
、

「
是
者
古
来
ぷ
之
池
年
数
不
知
」
と
記
し
て
い
る
。
法
隆
寺
村
と
三
井
村

の
『
延
宝
検
地
帳
』
に
基
づ
い
て
ま
と
め
た
も
の
が
、
表
2
で
あ
る
。

ま
ず
、
法
隆
寺
村
に
関
し
て
は
、
「
古
来
d
之
池
」
と
記
さ
れ
た
溜
池

が
大
半
を
占
め
る
。
上
述
し
た
古
代
・
中
世
の
溜
池
の
検
討
結
果
の
証
左
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と
な
し
え
よ
う
。

斑
鳩
地
域
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
文
禄
検
地
を
経
て
近
世
社
会
へ
と
移
行
し
て
ゆ
く
。
関
ケ
原
の
後
、
慶
長
六
年
三
六

O
一〉

に
平
群
郡
五
五
か
村
二
万
四
四

O
七
石
を
領
す
る
近
世
領
主
と
し
て
片
桐
且
元
が
竜
田
に
陣
屋
を
構
え
る
。
且
元
は
京
都
方
広
寺
大
仏
股

ま
た
河
内
国
狭
山
池
の
大
改
修
に
も
あ
た
り
、
そ
の
一
方
で
、
斑
鳩
地
域
の
勧
農
に
も
力
を
注
ぐ
の
で
あ
る
。

斑
鳩
地
域
に
は
、
法
隆
寺
村
の
桜
池
・
天
満
池
を
は
じ
め
と
し
て
、
三
井
村
の
東
田
池
、
五
百
井
村
の
和
喜
田
(
脇
田
)
池
な
ど
、
片
桐

の
再
建
の
奉
行
と
し
て
、

氏
に
よ
っ
て
築
造
も
し
く
は
修
築
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
近
世
初
期
の
溜
池
が
多
く
存
在
す
る
。

法
隆
寺
村
に
お
い
て
は
、
溜
池
築
造
の
ピ

l
グ
は
鎌
倉
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
中
世
的
庄
園
領
主
で

あ
る
法
隆
寺
が
矢
田
丘
陵
の
南
麓
に
築
造
し
た
谷
池
で
あ
っ
た
。
近
世
領
主
と
し
て
入
部
し
た
片
桐
氏
は
、
用
水
不
足
を
補
う
た
め
に
、

桜
池
な
ど
五
つ
の
谷
池
を
新
た
に
築
造
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
法
隆
寺
村
に
北
接
す
る
三
井
村
に
関
し
て
は
、
中
世
に
お
い
て
領
主
を
異
に
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
状
況
は
大
い
に
具
な

る。
三
井
村
の
『
延
宝
検
地
帳
』
に
記
さ
れ
た
「
古
来
ぷ
之
池
」
は
わ
ず
か
に
二
つ
で
あ
り
、
他
の
溜
池
は
す
べ
て
近
世
初
期
の
築
造
に
か

か
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
法
隆
寺
と
云
う
或
る
意
味
で
地
域
に
大
き
な
影
響
を
与
え
う
る
中
世
的
庄
園
領
主
に
属
し
て
い
な
か
っ
た
三
井

村
で
は
、
中
世
の
段
階
で
わ
ず
か
二
つ
の
溜
池
が
築
造
さ
れ
た
に
と
ど
ま
り
、
他
は
す
べ
て
近
世
初
期
に
片
桐
氏
に
よ
っ
て
新
た
に
築
造

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

一
反
未
満
の
小
地
積
の
溜
池
が
、
法
隆
寺
村
に
関
し
て
は
惣
明
池
た
だ
一
つ
で
あ
る
の
に
対
し
、
三
井

村
で
は
片
岸
池
・
明
見
池
・
道
上
明
見
池
・
明
見
池
・
っ
ち
谷
池
・
足
谷
池
・
く
る
す
池
・
新
坊
池
・
山
田
池
と
、
半
数
以
上
を
占
め
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
小
地
積
の
溜
池
は
、
水
論
治
定
絵
図
な
ど
に
も
描
か
れ
て
い
な
い
。



以
上
の
よ
う
に
、
隣
接
す
る
法
隆
寺
村
と
三
井
村
で
さ
え
も
、
古
代
か
ら
近
世
に
至
る
聞
の
歴
史
的
諸
条
件
の
差
違
に
よ
り
、
溜
池
築

造
の
ピ
l
ク
も
、
規
模
も
、
そ
し
て
土
地
利
用
を
は
じ
め
と
し
て
地
域
に
与
え
た
影
響
も
、
大
い
に
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

日
本
全
体
か
ら
見
た
場
合
、
溜
池
の
多
い
奈
良
盆
地
は
、
同
一
の
性
格
を
有
す
る
均
質
地
域
と
み
な
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
奈
良
盆
地
の

溜
池
研
究
で
さ
え
も
、

一
村
ご
と
の
詳
細
な
復
原
・
検
討
を
経
た
上
で
な
け
れ
ば
、
全
体
像
が
決
し
て
見
え
て
こ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い

る。

溜
池
築
造
の
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
特
徴

こ
れ
ま
で
、
史
料
で
確
認
し
う
る
古
代
か
ら
近
世
初
期
に
至
る
ま
で
の
溜
池
の
概
説
を
な
し
て
き
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
溜
池
に
関
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し
て
、
築
造
決
定
の
主
体
・
労
働
組
織
・
築
造
費
用
・
築
造
後
の
管
理
と
分
水
方
法
な
ど
を
、
再
度
厳
し
く
間
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

古
代
の
溜
池
に
関
し
て
は
、

わ
ず
か
に
そ
の
存
在
を
知
り
う
る
の
み
で
あ
る
。
以
下
の
行
論
に
お
い
て
は
、
多
少
な
り
と
も
実
態
を
追

求
し
う
る
中
世
の
溜
池
を
中
心
と
し
て
、
近
世
へ
の
流
れ
の
中
で
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

付

築
造
決
定
の
主
体

中
世
に
お
い
て
も
、
用
水
支
配
は
庄
園
支
配
の
第
一
で
あ
り
、
勧
農
の
根
幹
を
な
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
中
世
斑
鳩
地
域
は
中
世

的
庄
園
領
主
で
あ
る
法
隆
寺
の
強
い
影
響
を
受
け
、
寺
僧
の
決
定
に
よ
っ
て
多
く
の
溜
池
が
築
造
さ
れ
た
。

溜
池
の
築
造
に
つ
い
て
は

一
人
の
寺
僧
の
決
定
に
よ
っ
て
な
し
う
る
も
の
で
は
な
く
、
法
隆
寺
の
寺
僧
全
体
の
意
志
決
定
、
す
な
わ

ち
評
定
(
衆
議
〉
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
。
寺
僧
の
評
定
は
幾
っ
か
に
分
れ
て
お
り
、
寺
領
・
用
水
に
関
す
る
如
き
重
要
な
評
定
は
、
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学
衆
の
中
の
僧
綱
・
成
業
・
中
藷
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
講
衆
(
正
し
く
は
三
経
院
唯
識
講
衆
)
の
評
定
詰
)
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
。
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講
衆
の
評
定
に
始
ま
る
溜
池
築
造
の
プ
ロ
セ
ス
を
良
く
示
す
史
料
を
、
行
論
に
必
要
な
個
所
に
限
り
、
次
に
引
く
。

③
段
〈
重
小
笠
紙
云
、
文
永
十
年
笑
酉
白
二
月
始
、
龍
池
河
上
ヲ
築
籍
テ
池
ト
ェ
、
初
十
余
日
ハ
禅
宗
浄
行
不
浄
行
会
合
シ
テ
築
之
、
却
善
隆
子
銭
六
貫
寄

進
ノ
後
ハ
、
一
寺
之
禅
学
郷
民
方
ヲ
切
テ
築
之
、
若
ハ
服
等
三
皇
、
或
ハ
笠
目
奥
富
等
呈
勧
之
令
築
之
、
沙
汰
人
禅
宗
一
人
学
衆
一
人
成
業
一
人
、
巳
上
三

人
、
去
三

⑧
(
応
安
四
年
十
月
二
五
日
)
為
寺
領
用
水
、
以
琵
琶
田
被
定
新
池
之
在
所
塁
、
然
則
今
年
中
点
吉
日
、
必
可
被
築
初
彼
池
堤
者
也
、
次
於
鍛
治
・

番
匠
・
塗
師
等
諸
職
人
、
食
分
計
令
下
行
之
、
可
被
召
任
之
也
、
次
於
人
夫
者
、
縦
錐
為
僧
所
所
之
下
部
、
全
部
以
不
可
除
之
、
次
於
件
池
成
立
之

問
料
足
者
、
毎
年
段
米
A
品
市
、
彼
本
利
之
分
爾
可
弁
之
者
也
、

史
料
@
は
、
『
嘉
元
記
』
元
応
二
年
(
一
三
二

O
〉
の
悔
過
谷
池
築
造
の
記
事
に
付
さ
れ
た
、
文
永
十
年
(
一
二
七
三
)
の
大
谷
池
築

造
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
史
料
⑮
は
、
『
斑
鳩
旧
記
類
集
』
に
載
せ
る
応
安
四
年
(
一
三
七
一
)
十
月
二
十
五
日
の
新
池
築
造
に
関
す

る
も
の
で
あ
る
。
斑
鳩
地
域
に
お
け
る
溜
池
築
造
の
プ
ロ
セ
ス
が
判
明
す
る
貴
重
な
事
例
で
あ
る
。

史
料
⑧
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
中
村
吉
治
と
古
島
敏
雄
詰
る
に
よ
っ
て
一
応
の
概
説
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

両
史
料
に
よ
れ
ば
、
寺
僧
〈
講
衆
)
の
評
定
に
よ
っ
て
、
新
池
築
造
の
場
所
が
そ
れ
ぞ
れ
龍
池
河
上
お
よ
び
琵
琶
田
と
決
定
さ
れ
た
。

史
料
⑮
で
は
、
農
民
を
人
夫
と
し
て
集
め
る
必
要
か
ら
、
農
閑
の
冬
期
の
吉
日
を
特
に
選
ん
で
工
事
を
始
め
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

口

労
働
組
織

新
池
の
築
造
に
際
し
て
は
、
主
に
そ
の
池
水
を
受
け
る
村
々
に
人
夫
役
を
課
し
、
食
分
さ
え
も
与
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
史

料
⑮
か
ら
窺
え
る
。
史
料
@
で
は
、
服
な
ど
の
三
里
(
服
・
五
百
井
・
丹
後
を
さ
す
)
と
、
笠
目
・
奥
富
な
ど
の
里
に
勧
め
と
記
さ
れ
て

お
り
、
人
夫
役
を
課
さ
れ
た
村
名
が
多
少
な
が
ら
判
名
す
る
。
大
谷
池
の
築
造
に
よ
り
、
大
半
の
村
々
は
池
水
配
分
を
新
た
に
受
け
た
の



で
あ
ろ
う
が
、
池
水
を
受
け
な
い
富
雄
川
東
岸
に
位
置
す
る
笠
目
に
も
人
夫
役
が
課
さ
れ
た
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
。

い
わ
ゆ
る
法
隆
寺

郷
す
べ
て
の
村
々
に
、
人
夫
役
が
課
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、
寺
僧
か
ら
大
谷
池
築
造
の
責
任
者
(
指
導
者
〉
と
し
て
、
禅
宗
一
人
・
学
衆
一
人
・
成
業
一
人
の
沙
汰
人
が
任
命
さ
れ
、
寺

僧
の
他
に
僧
所
の
下
酔
す
な
わ
ち
法
隆
寺
の
塔
頭
・
子
院
に
謹
仕
し
た
多
く
の
被
官
・
所
従
も
す
べ
て
築
造
の
人
夫
役
を
課
さ
れ
た
も
の

と
み
て
良
い

(go

こ
の
他
に
も
、
恐
ら
く
は
東
西
の
門
前
郷
に
住
し
た
で
あ
ろ
う
鍛
治
・
番
匠
・
塗
師
な
ど
に
対
し
て
も
、
食
分
を
給
す
る
と
云
う
厚
遇

で
、
木
樋
を
作
る
な
ど
の
職
人
役
を
課
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

古
代
・
中
世
の
奈
良
盆
地
の
溜
池
築
造
に
関
し
て
、
詳
細
な
費
用
・
人
夫
等
が
判
明
す
る
の
は
、
東
大
寺
領
操
庄
に
関
し
て
の
高
橋
川

大和国斑鳩地域の溜池をめぐ、って

一
井
三
池
ハ
懇
の
み
ゼ
あ
る
。

ど
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が
築
造
に
従
事
し
て
い
た
の

斑
鳩
地
域
の
法
隆
寺
領
の
溜
池
築
造
に
際
し
て
、

か
。
残
念
な
が
ら
具
体
的
な
数
字
は
判
明
し
な
い
。

日
開

築
造
費
用

史
料
@
で
は
、
寺
僧
善
隆
子
に
よ
る
銭
六
貫
文
の
寄
進
を
記
し
て
い
る
が
、
む
し
ろ
こ
れ
は
例
外
と
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
史
料
⑮

で
は
、
新
池
築
造
に
要
す
る
全
費
用
を
毎
年
の
反
米
に
増
付
す
る
こ
と
で
、
無
論
池
水
を
引
く
田
畠
に
限
つ
て
の
こ
と
で
は
あ
ろ
う
が
、

総
て
を
農
民
の
負
担
に
転
嫁
し
た
の
で
あ
る
。

講
衆
に
よ
る
以
上
の
評
定
を
経
た
後
に
、
実
際
の
溜
池
築
造
を
お
こ
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

帥

築
造
後
の
管
理
・
分
水
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法
隆
寺
領
の
摺
池
に
お
い
て
は
、
寺
僧
よ
り
「
池
奉
行
」
と
「
池
守
」
を
任
命
し
て
い
た
。
天
文
十
四
年
(
一
五
四
五
)
の
鹿
田
池
を
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例
に
と
れ
ば
、
三
井
衛
門
が
池
の
北
東
角
の
堤
を
切
り
入
れ
た
る
に
よ
り
、
池
奉
行
と
し
て
長
芸
・
英
賀
の
二
名
、
池
守
と
し
て
長
泉
坊

が
そ
の
修
築
に
自
ら
出
向
い
て
い
る
(
湖
沼
応
安
一
年
(
一
三
六
八
)
の
悔
過
谷
池
に
お
い
て
も
、

池
守
の
存
在
が
確
認
で
き
る
(
旬
。

他
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
池
奉
行
の
長
芸
・
英
賀
、
池
守
の
長
泉
坊
は
共
に
学
衆
で
あ
り
、
長
芸
と
英
賀
は
中
藷
の
集
団
で
あ
る
衆
分
に

属
し
て
い
た
こ
と
も
判
明
す
る
(
包
。

例
外
と
し
て
は
、

天
正
二
年
(
一
五
七
四
)
の
用
水
違
乱
に
際
し
て
そ
の
名
の
見
え
る
池
守
良
賢

坊
は
、
東
蔵
院
や
政
南
院
に
住
し
た

8
〉
こ
と
か
ら
し
て
、
禅
宗
(
堂
衆
)
で
あ
っ
た
と
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。

池
水
の
管
理
・
分
水
と
云
う
、
法
隆
寺
領
の
庄
固
に
と
っ
て
最
大
の
支
配
・
勧
農
を
、
寺
中
お
よ
び
東
西
両
郷
に
お
け
る
検
断
権
・
渉

外
権
さ
ら
に
は
茶
屋
な
ど
の
許
認
可
権
を
も
有
し
た
学
衆
の
中
藷
集
団
(
衆
分
)
が
兼
務
し
て
い
た
こ
と
は
、
極
め
て
興
味
深
い
。

池
奉
行
と
池
守
の
職
能
の
差
違
は
分
明
で
な
い
。
そ
の
数
よ
り
す
れ
ば
、
池
奉
行
は
法
隆
寺
領
の
溜
池
全
般
の
管
理
・
事
務
処
理
等
を

な
し
、
池
守
は
悔
過
谷
池
な
ど
各
溜
池
に
そ
れ
ぞ
れ
一
人
任
じ
ら
れ
た
分
水
等
の
現
地
責
任
者
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
そ
の
他
に
、
文
明
二

年
(
一
四
七

O
)
大
雨
に
際
し
て
の
天
満
池
の
堤
切
り
に
関
し
て
、
「
所
詮
於
自
今
以
後
者
、

設
難
為
如
何
様
之
洪
水
、

為
一
人
二
人
率

爾
抜
樋
切
堤
俵
堅
以
令
停
止
者
也
、
向
後
大
雨
之
時
者
、
奉
行
・
池
守
等
之
諸
役
人
相
談
合
調
評
儀
宜
加
下
知
、
」
と
あ
る
a
y
(池
〉
奉

行
・
池
守
等
の
諸
役
人
の
中
に
、
或
い
は
池
水
配
分
な
ど
の
実
務
を
補
佐
す
る
、
村
々
の
庄
屋
ク
ラ
ス
の
役
人
も
任
じ
ら
れ
て
い
た
可
能

性
も
捨
て
き
れ
な
い
が
、
史
料
の
上
で
は
そ
の
存
在
を
確
認
で
き
な
い
。

奈
良
盆
地
に
お
い
て
は
、
寺
領
ご
と
に
溜
池
や
河
川
の
管
理
・
分
水
の
シ
ス
テ
ム
が
異
な
っ
て
い
た
。
東
大
寺
領
平
群
郡
内
平
群
郷
成

亥
庄
に
お
い
て
は
、
仁
治
一
年
(
一
二
四

O
)
に
下
司
職
と
と
も
に
「
井
司
」
が
名
主
の
譲
与
の
職
と
し
て
す
で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と

を
確
認
し
う
る
♀
)

O

内
平
群
郷
は
今
日
の
平
群
町
に
あ
た
り
、

或
い
は
竜
田
川
の
堰
の
管
理
・
分
水
を
な
す
井
司
で
あ
っ
た
可
能
性
も

残
る
が
、
鎌
倉
期
の
事
例
議
ろ
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。



薬
師
寺
領
の
史
料
品
〉
で
は
、
「
五
条
井
司
五
条
彦
太
郎
」
・
「
下
井
司
伝
教
院
斉
次
郎
」
・
「
南
北
下
井
司
」
・
「
南
之
井
司
九
条
喜
三
郎
」

-
「
伝
教
院
井
司
与
四
郎
」
・
「
上
井
司
」
・
「
北
之
井
司
今
在
家
又
六
一
と
、
薬
師
寺
よ
り
任
命
さ
れ
た
井
司
の
名
を
も
具
体
的
に
知
り
う

る
希
有
の
例
で
あ
る
。
村
々
よ
り
特
に
「
器
用
之
人
」
を
も
っ
て
、
三
か
年
を
限
り
六
人
の
井
司
を
任
じ
て
い
た
。
薬
師
寺
の
西
南
に
所

在
す
る
大
池
(
勝
馬
田
池
)
と
秋
篠
川
の
管
理
分
水
を
な
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

西
大
寺
領
の
新
池
に
関
し
て
は
、

延
文
四
年
(
一
三
五
九
〉
の
置
文
ハ
哲
が
残
さ
れ
て
お
り
、

寺
僧
の
内
よ
り
「
寺
本
奉
行
」
・
「
寺
僧

奉
行
」
・
「
分
水
奉
行
」
が
、
他
に
郷
民
の
浄
人
よ
り
器
用
の
人
三
・
四
人
を
差
し
、
「
井
守
」
に
任
じ
て
い
た
。

悉
以
寺
家
進
株
無
疑
、
」
と
記
す
如
く
(
哲
、

は
寺
領
の
田
畠
へ
の
引
水
に
限
ら
れ
た
。
新
た
に
開
発
さ
れ
た
寺
領
の
新
田
畠
で
あ
っ
て
も
、
池
守
の
一
存
で
引
く
こ
と
さ
え
罪
科
に
処

法
隆
寺
領
の
池
水
の
分
水
に
際
し
て
は
、
「
於
用
水
者
、
至
シ
タ
タ
リ
マ
テ
、

原
則
的
に

大和国斑鳩地域の溜池をめぐ、って

せ
ら
れ
る
ほ
ど
の

av
講
衆
衆
分
の
評
定
に
よ
る
極
め
て
厳
し
い
池
水
支
配
で
あ
っ
た
。

史
料
の
限
り
で
は
、
具
体
的
な
池
水
配
分
の
方
法
、
引
水
し
た
村
々
の
名
、
反
米
の
額
な
ど
は
残
念
な
が
ら
判
明
し
な
い
。

た
だ
し
、
「
堤
料
」
(
想
と
「
井
料
」
ハ
習
の
用
語
を
確
認
し
う
る
。
前
者
は
輿
富
の
庄
屋
左
近
の
名
の
見
え
る
こ
と
か
ら
も
、
恐
ら
く
は

富
雄
川
に
設
け
ら
れ
た
堤
の
料
で
あ
ろ
う
。
後
者
は
確
か
な
証
左
を
欠
く
も
、
「
本
来
畠
F
P
間
此
領
-
一
ハ
毛
見
無
之
、
今
ハ
田
昌
作
反
米

一
語
伯
鵠
詩
議
マ
」
と
記
す
こ
と
よ
り
す
れ
ば
、
池
水
配
分
に
関
す
る
井
料
と
考
え
て
良
い
の
で
は
な
い
か
。

同

法
隆
寺
領
の
溜
池
の
特
徴

こ
れ
ま
で
に
確
認
で
き
た
、
古
代
か
ら
近
世
初
期
に
至
る
聞
に
築
造
さ
れ
た
斑
鳩
地
域
の
溜
池
は
、
す
べ
て
が
い
わ
ゆ
る
四
方
に
築
堤

し
た
皿
池
で
は
な
く
、
矢
田
丘
陵
の
南
麓
の
小
支
谷
に
築
造
さ
れ
た
典
型
的
な
谷
池
な
の
で
あ
る
。
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こ
れ
に
関
し
て
は
、

目
下
の
と
こ
ろ
次
の
三
つ
の
説
明
を
用
意
し
て
い
る
。
第
一
に
、
富
雄
川
以
東
の
地
域
の
よ
う
に
堰
を
設
け
て
引
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水
す
べ
き
河
川
が
存
在
せ
ず
、
矢
田
丘
陵
の
小
支
谷
に
よ
る
集
水
に
依
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
。
第
二
に
、
寺
領
の
回
畠
を
つ
ぶ
し

て
新
池
を
築
造
す
る
こ
と
で
、

か
え
っ
て
他
の
田
畠
の
集
約
度
を
増
す
と
云
う
、
「
近
世
的
な
皿
池
築
造
の
理
論
」
が
法
隆
寺
の
寺
僧
に

は
未
だ
め
ば
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
第
三
に
、
近
世
領
主
と
し
て
入
部
し
た
片
桐
氏
に
お
い
て
も
状
況
は
同
じ
で
あ
る
。
法

隆
寺
よ
り
南
に
位
置
す
る
田
昌
を
つ
ぶ
し
て
溜
池
を
築
造
す
る
こ
と
に
対
し
、
何
ら
か
の
禁
制
が
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

近
世
を
通
じ
て
、
奈
良
盆
地
の
他
の
地
域
に
お
い
て
は
、
時
間
的
な
遅
速
を
認
め
つ
つ
も
、
数
多
く
の
皿
池
が
築
造
さ
れ
て
ゆ
く
。
し

か
し
、
斑
鳩
地
域
に
お
い
て
は
、
「
皿
池
築
造
の
時
代
」
を
む
か
え
る
こ
と
は
つ
い
に
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
近
世
築
造
の
皿
池
が
数
多
く
存
在
す
る
奈
良
盆
地
に
お
い
て
は
、
悔
過
谷
池
を
初
め
と
し
て
中
世
に
築
造
さ
れ
た
法
隆
寺
領
の

谷
池
は
、
そ
の
池
名
自
体
か
ら
し
て
特
異
な
の
で
あ
る
。

元
応
二
年
(
一
三
二

O
)
に
築
造
さ
れ
た
悔
過
谷
池
は
、
弘
長
一
年
(
一
二
六
一
)
か
ら
始
め
ら
れ
た
と
云
う
、
西
円
堂
の
本
尊
薬
師

如
来
の
御
宝
前
に
お
い
て
毎
年
お
こ
な
わ
れ
る
「
薬
師
悔
過
」
の
行
法
と
深
い
関
わ
り
を
有
す
る
。
史
料
の
上
で
は
、
す
で
に
平
安
期
の

寛
治
四
年
(
一

O
九
O
〉
と
大
治
五
年
(
一
二
二

O
)
に
「
悔
過
谷
」
の
地
名
を
確
認
し
う
る
。
薬
師
悔
過
(
二
月
一
日

l
三
日
)
と

げ
あ
ん
ど

夏
安
居
(
四
月
十
六

l
七
月
十
四
日
〉
の
行
法
に
際
し
て
、
悔
過
谷
池
の
池
水
で
、
悔
過
滅
罪
の
た
め
に
寺
僧
ら
が
身
を
浄
め
た
と
伝
え

て
い
る
。

慶
花
池
の
上
方
に
は
、

寺
僧
が
池
水
に
身
を
沈
め
る
際
に
衣
を
掛
け
た
と
伝
え
る
「
衣
が
け
の
岩
」
も
残
っ
て
い
る

av
池

の
中
央
に
は
小
島
が
あ
り
、

か
つ
て
は
島
上
の
小
把
に
竜
神
が
ま
つ
ら
れ
、
雨
乞
い
に
は
こ
の
竜
神
を
か
つ
ぎ
だ
し
た
と
も
伝
え
る
。

桜
池
は
、
天
承
二
年
(
一
一
一
三
一
)
に
建
立
さ
れ
、
平
安
期
の
法
隆
寺
浄
土
教
の
展
開
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
開
補
三
味
堂
(
後
の

金
光
院
)
に
因
ん
で
、
そ
れ
以
前
の
基
田
池
・
基
田
中
池
か
ら
改
称
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

天
満
池
は
、
法
隆
寺
の
鬼
門
総
鎮
守
で
あ
る
天
満
社
に
因
み
、
築
造
当
初
の
猪
那
部
池
か
ら
改
称
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま



で
も
な
い
。

天
満
池
の
北
東
に
接
し
て
、
天
満
社
と
郷
墓
の
墓
寺
で
あ
る
極
楽
(
律
)
寺
が
か
つ
て
は
存
在
し
た
。
極
楽
寺
に
は
鐘
楼
が
建
っ
て
お

り
、
建
物
の
配
置
は
寛
政
九
年
の
古
図
に
詳
し
い
。
『
寺
要
日
記
』
正
月
六
日
の
条
に
よ
れ
ば
、
「
極
楽
寺
行
事
僧
綱
成
業
皆
参
辰
ノ
只
ヲ
定

出
仕
也
、

往
古
ハ
於
天
満
池
堤
只
ヲ
吹
キ
、
近
年
極
楽
寺
鐘
出
来
之
後
ニ
ハ
辰
時
ュ
鐘
ヲ
槌
他
、
」
と
記
す
。
中
世
後
期
の
あ
る
時
期
ま
で
は
、

毎
年
正
月
六
日
に
な
さ
れ
た
修
正
月
御
行
〈
修
正
会
)
に
際
し
て
、
僧
綱
ら
寺
僧
の
参
集
の
た
め
に
、
天
満
池
の
堤
上
に
立
ち
て
寺
僧
が

法
螺
貝
を
吹
い
て
い
た
と
云
う
、
注
目
す
べ
き
所
伝
を
載
せ
て
い
る
。
東
院
(
夢
殴
・
上
宮
王
院
と
も
云
う
)
と
西
院
(
法
隆
寺
)
を
眼

下
に
見
下
ろ
す
天
満
池
の
堤
に
お
い
て
、
寺
僧
が
法
螺
貝
を
吹
く
行
為
そ
の
も
の
さ
え
、
私
に
は
理
解
を
超
え
る
。

今
日
、

天
満
池
の
堤
上
に
立
て
ば
、

堤
の
中
央
に
東
面
し
て
、
応
永
十
九
年
(
一
四
二
一
〉
八
月
十
九
日
壬
辰
の
銘
を
有
す
る
高
さ
一

大和国斑鳩地域の溜池をめぐって

五
O
m
ほ
ど
の
半
裁
五
輪
塔
が
、
池
水
は
し
た
た
り
に
至
る
ま
で
寺
家
の
進
止
た
る
べ
き
こ
と
を
表
象
す
る
か
の
如
く
、
青
空
に
向
っ
て

此
立
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
天
文
十
一
年
(
一
五
四
二
〉
金
光
院
の
童
丸
が
、
下
部
の
ー
子
を
琵
琶
谷
へ
連
れ
て
ゆ
き
、
入
水
さ
せ
る
事
件
が
お
き
て
い

る
〈
号
。
恐
ら
く
は
、
応
安
四
年
(
一
三
七
一
〉
に
築
造
さ
れ
た
琵
琶
田
の
新
池
に
入
水
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
貞
治
三
年
(
一
三

泉
観
坊
が
何
故
か
悔
過
谷
池
に
落
入
死
去
す
る
事
件
も
お
き
て
い
る
ハ

8
0
そ
し
て
、

六
回
〉
六
月
十
七
日
に
は
、

桜
池
の
上
方
に
お
い

て
は
、
盗
人
二
人
の
頚
を
切
り
、
荒
神
供
を
お
こ
な
う
な
ど
ハ
号
、
様
々
な
場
で
溜
池
が
関
わ
り
を
有
し
て
い
た
。

以
上
の
如
く
、
中
世
斑
鳩
地
域
の
溜
池
は
、
こ
れ
ま
で
の
溜
池
研
究
が
お
こ
な
っ
て
き
た
社
会
経
済
史
的
な
分
析
の
み
で
は
理
解
し
え

な
い
、
中
世
的
な
宗
教
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
濃
く
彩
ら
れ
た
存
在
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
、
幾
分
な
り
と
も
明
ら
か
に
し
え
た
こ
と
と
思

49 
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四

お
わ
り
に

斑
鳩
地
域
に
お
い
て
数
多
く
の
谷
池
が
築
造
さ
れ
た
鎌
倉
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
、
紀
伊
国
粉
河
寺
領
東
村
に
お
い
て
も
同
じ
く

数
か
所
の
谷
池
の
築
造
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
谷
池
築
造
の
主
体
は
あ
く
ま
で
も
惣
村
に
あ
り
、
自
ら
編
成
し
た
労
働
力
に
よ
る
築
造
の

後
は
、
勧
頭
・
田
徒
衆
と
呼
ば
れ
た
池
水
所
有
者
た
ち
の
番
水
に
よ
っ
て
管
理
・
分
水
が
な
さ
れ
て
い
た

au。

こ
れ
に
対
し
、
中
世
斑
鳩
地
域
に
お
い
て
は
、
谷
池
築
造
か
ら
管
理
・
分
水
に
至
る
す
べ
て
の
事
柄
を
、
法
隆
寺
の
寺
僧
が
決
定
し

た
。
寺
領
の
農
民
は
、
谷
池
築
造
の
労
働
力
と
し
て
編
成
さ
れ
、
そ
の
一
方
で
、
反
米
の
増
付
を
命
じ
ら
れ
つ
つ
寺
領
の
田
昌
を
耕
作
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

一
般
に
は
、
中
世
後
期
は
生
産
力
が
農
民
の
手
に
移
っ
た
段
階
と
云
わ
れ
、
溜
池
の
築
造
な
ど
も
そ
の
主
体
は
惣
村
(
村
落
民
〉
に
あ

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
中
世
斑
鳩
地
域
に
お
け
る
谷
池
築
造
の
実
態
の
前
に
は
、
こ
れ
ら
一
連
の
評
価
の
い
か
に
空
し
い
こ

と
か
。法
隆
寺
に
北
接
す
る
寺
領
の
寺
山
・
花
山
自
)
に
降
っ
た
天
水
を
、
寺
僧
自
ら
の
決
定
に
よ
っ
て
築
造
し
た
多
く
の
谷
池
に
集
水
し
、

池
水
の
し
た
た
り
ま
で
を
も
支
配
し
て
い
た
。
そ
の
池
水
を
、
当
時
斑
鳩
地
域
に
も
広
く
所
在
し
て
い
た
興
福
寺
領
・
東
大
寺
領
な
ど
の

他
領
に
は
一
滴
た
り
と
も
分
水
せ
ず
、
寺
領
の
田
畠
に
の
み
引
水
し
て
、
米
・
餅
な
ど
の
壇
供
を
仏
前
に
供
出
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
に
お
い
て
、
池
水
は
「
聖
水
」
で
あ
り
「
吉
水
」
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
決
し
て
「
乱
水
」
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。

近
世
的
な
意
味
合
い
で
の
池
郷
も
、
中
世
斑
鳩
地
域
に
お
い
て
は
形
成
さ
れ
る
は
ず
も
な
く
、
寺
僧
に
よ
る
厳
し
い
池
水
管
理
の
下
、

池
水
を
引
く
寺
領
の
田
畠
が
点
存
し
て
い
た
。



こ
の
厳
し
い
状
況
を
打
破
し
、
池
水
管
理
を
農
民
の
手
許
に
ま
で
引
き
ず
り
下
ろ
し
た
の
は
、
文
禄
検
地
を
経
た
後
の
近
世
初
期
で
あ

っ
た
。
近
世
領
主
と
し
て
入
部
し
た
片
桐
氏
に
よ
っ
て
そ
れ
が
な
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
が
、
長
い
年
月
に
わ
た
る
寺
僧
に
よ
る
池
水
管
理

を
排
し
、
農
民
自
ら
池
守
を
選
し
、
池
郷
を
組
織
し
え
た
斑
鳩
地
域
の
近
世
初
期
を
、

や
は
り
大
き
く
評
価
し
た
い
と
思
う
。

付
記

大和国斑鳩地域の溜池をめぐって

本
稿
は
、
筆
者
が
目
下
研
究
を
進
め
て
い
る
、
中
世
斑
鳩
地
域
に
関
す
る
歴
史
地
理
学
的
研
究
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
中
世
の
斑
鳩
地
域
に

関
し
て
は
、
他
に
も
市
立
・
郷
墓
・
造
橋
・
作
道
な
ど
、
多
面
的
に
検
討
を
加
え
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
後
日
改
め
て
詳
述
す
る
こ
と
と
し
、
ひ
と
ま
ず

摘
筆
す
る
。

大
学
院
卒
業
の
後
も
、
あ
た
た
か
い
励
ま
し
の
御
言
葉
と
多
く
の
御
教
示
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
菊
地
利
夫
先
生
・
千
葉
徳
爾
先
生
・
黒
崎
千
晴

先
生
な
ら
び
に
大
学
院
の
先
輩
諸
氏
、
そ
し
て
、
絵
図
の
閲
覧
に
特
別
の
御
配
慮
を
い
た
だ
い
た
斑
鳩
町
法
隆
寺
西
皇
在
住
の
西
梶
保
彦
氏
に
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
本
稿
は
、
一
九
八
五
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
(
課
題
番
号
六

O
九一

O
O
一
O

よ
る
成
果
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

奈
良
盆
地
の
溜
池
に
関
す
る
歴
史
地
理
学
的
研
究
)
に

註

(
1
)

金
田
章
裕
「
平
安
期
の
大
和
盆
地
に
お
け
る
条
里
地
割
内
部
の
土
地
利
用
」
史
林
六
一
!
一
ニ
、
一
九
七
八
、
九
六
l
一
O
九
頁
。

(
2
)

拙
稿
「
奈
良
盆
地
に
お
け
る
肝
陪
地
割
内
の
皿
池
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
」
奈
良
県
高
等
学
校
地
理
教
育
研
究
会
紀
要
第
二

O
号、

一
二
、
二
三
|
三
二
頁
。

一
九
八
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(
3
)

堀
内
義
隆
『
奈
良
盆
地
の
瀦
減
水
利
と
農
村
構
造
』
犬
阪
書
籍
、
一
九
八
三
。

(
4
)

野
崎
清
孝
「
水
利
集
団
の
形
成
と
水
利
構
造
」
人
文
地
理
二
六
l
四
、
一
九
七
四
、
他
。

(
5
)

宮
本
誠
「
田
原
本
の
溜
池
」
田
原
本
の
歴
史
第
三
号
、
一

l
一
一
一
四
頁
、
一
九
八
四
。
な
お
、
同
「
奈
良
盆
地
に
お
け
る
田
畑
輸
換
の
成
立
」

農
業
経
営
研
究
一
九
l
二
、
三
五
|
四
六
頁
、
一
九
八
二
、
を
も
参
照
の
こ
と
。

(
6
)

『
寧
楽
遺
文
』
中
巻
、
一
一
一
一
一
一
回

l
一
一
一
六
五
頁
。

(
7
)

岩
本
次
郎
「
斑
鳩
地
域
に
お
け
る
地
割
の
再
検
討
」
『
文
化
財
論
叢
』
一
一
一
七
|
一
一
四
一
一
具
、
一
九
八
三
。

(
8
)

『
法
隆
寺
史
料
集
成
』
第
四
巻
。

(
9
)

『
鎌
倉
遺
文
』
七
巻
|
四
九
二
二
号
。

(m)
『
平
安
遺
文
』
一
巻
|
一
一
一
一
一
一
号
(
九
二
八
年
)

(

日

)

同

三

巻

l
一
O
九
O
号
(
一

O
七
二
年
)

(

辺

)

岡

田

巻

l
一
一
一
一
七
四
号
(
一

O
九
七
年
)

(
臼
)
岡
田
巻
|
一
七
四
六
号
(
一
一
一
三
年
)

(

川

崎

)

同

七

巻

i
コ
一
六
一
四
号
(
一
一
一
一
七
二
年
)

ラ
ま
や

(
日
以
)
こ
の
他
に
、
『
万
葉
集
』
に
そ
の
名
の
見
え
る
「
斑
鳩
の
因
可
の
池
」
と
、
『
日
本
霊
異
記
』
第
一
七
話
に
載
る
「
平
群
の
駅
の
西
の
方
の
小
池

(
菩
薩
池
)
」
を
見
い
出
し
う
る
。
た
だ
、
両
者
と
も
に
濯
甑
用
調
池
で
あ
る
こ
と
の
証
左
は
な
く
、
目
下
は
詳
細
な
復
原
検
討
を
お
こ
な
い
え
な

-u 

(
日
)
『
法
隆
寺
史
料
集
成
』
第
三
巻
。

(

げ

)

同

第

五

巻

。

(
団
)
中
村
吉
治
「
法
隆
寺
の
池
」
『
中
世
農
業
史
論
』
に
再
収
、
一

O
九
l
一
一
四
頁
、
一
九
三
五
。

(ω)
宝
月
圭
五
日
『
中
世
潅
減
史
の
研
究
』
一
九
四
三
。

(
却
)
『
法
隆
寺
史
料
集
成
』
第
六
巻
。

(
幻
)
『
古
今
一
陽
集
』
(
『
法
隆
寺
史
料
集
成
』
第
一
三
巻
)
。

〈
担
)
細
川
涼
一
「
中
世
法
隆
寺
と
寺
辺
民
衆
」
『
部
落
問
題
研
究
』
七
六
号
、
四
六
l
八
一
一
貝
、
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大和国斑鳩地域の溜池をめぐって

吉
井
敏
幸
『
近
畿
に
お
け
る
中
世
葬
送
墓
制
の
研
究
調
査
概
報
』
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
、
一
九
八
回
。

野
崎
清
孝
「
奈
良
盆
地
に
お
け
る
歴
史
的
地
域
に
関
す
る
一
問
題
|
墓
郷
集
団
を
め
ぐ
っ
て
|
」
人
文
地
理
二
五

l
一、

七
三
。

(
お
)
『
斑
鳩
古
事
便
覧
』
(
『
法
隆
寺
史
料
集
成
』
第
一
五
巻
)
。

(
担
)
『
奈
良
六
大
寺
大
観
』
法
隆
寺
の
一
。

(
お
)
藤
原
良
章
「
中
世
前
期
の
病
者
と
救
済
「
『
列
島
の
文
化
史
』
一
一
一
、
七
九
|
一
一
四
頁
、
一
九
八
六
。

(
部
)
治
療
の
た
め
に
、
鐘
や
鈴
な
ど
の
呪
具
、
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
価
す
る
。

(
幻
)
『
奈
良
六
大
寺
大
観
』
法
隆
寺
の
一
。

(
お
)
『
誘
雨
日
記
』
観
応
三
年
(
一
三
五
二
)
八
月
十
二
日
の
条
。

(
却
)
斑
鳩
町
法
隆
寺
西
里
在
住
の
西
梶
保
彦
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

(
却
)
高
田
良
信
『
法
隆
寺
』
学
生
社
、
「
九
七
四
。

(
剖
)
同
『
法
隆
寺
年
表
』
付
図
、
一
九
六
九
、
に
よ
る
。

(
担
)
『
斑
鳩
町
史
』
続
史
料
編
、
三
一
三
五
頁
。

(
お
)
一
一
枚
は
斑
鳩
町
法
隆
寺
西
呈
在
住
の
西
梶
保
彦
氏
宅
に
、
二
枚
は
天
理
図
書
館
近
世
文
書
室
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

(
お
〉
天
理
図
書
館
近
世
文
書
室
所
蔵
。

(

回

)

悶

(
M
m
)

『
五
師
所
評
定
引
付
』
・
『
五
師
所
方
引
付
』
。

(
釘
)
奈
良
女
子
大
学
村
田
修
三
先
生
の
御
教
示
に
よ
る
。

(
銘
)
『
東
大
寺
要
録
』
巻
第
二
。

(
却
)
『
衆
分
成
敗
引
付
』
天
文
十
四
年
五
月
の
条
。

(
胡
)
『
五
邸
所
評
定
引
付
』
応
安
一
年
五
月
十
四
日
の
条
。

(
H
U
)

『
衆
分
成
敗
引
付
』
。

〈
認
〉
『
発
音
衆
集
会
評
定
引
付
』
・
『
衆
分
成
敗
引
付
』
。
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